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倉敷市水島ふれあいセンター指定管理者業務水準書 
 

この 倉敷市水島ふれあい センター指定管理者業務水準書は、 倉敷市水島ふれあい セ 

ン タ ー 条 例 （ 平 成 １０ 年 倉 敷 市 条 例 第 ５１ 号 。 以 下 「 セ ン タ ー 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 

同 施 行 規 則 （ 平 成 １１ 年 倉 敷 市 規 則 第 ２ 号 。 以 下 「 セ ン タ ー 規 則 」 と い う 。 ）、倉敷 

市 水 島 ふ れ あ い セ ン タ ー 指 定 管 理 者 募 集 要 項 （ 令   和  ５  年 ７ 月） に 定 め る も の の 外、 指 

定 管 理 者 が 行 う 業 務 の 詳 細 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。 

 

１ 目指すべき方向性 

（１） 現状認識 

地域住民に対し、スポーツ・ レクリエーション等の場を提供し、心身の健康保持と明る 

く住みよい地域社会づくりに資することを目的に設置された公の施設です。 さまざまな年 

齢層の利用者に満足いただけるよう、 魅力ある自主事業を実施することにより、より一層 

の地域のコミュニティー構築に寄与することができるものと考えます。 

 
（２） 目指すべき方向性 

① 地域住民の交流拠点としての本施設の設置目的を果たせるよう、幅広い年齢層の利用 

に配慮した運営を期待します。 

②  本施設の特殊性として、 無料で利用可能な入浴施設があるため、関係法令を遵守し、 

利用者の健康面・ 衛生面については、特段の配慮をお願いします。 

③  施設の日常管理を徹底し、また、こまめに小規模修繕を行うこと等により、中規模以 

上の修繕を減少させます。 

 
 

２ 管理運営にかかる基本的な考え方 

倉敷市水島ふれあいセンターの利用者（以下「利用者」という。）が安心して利用でき 

るよう、 日常的に点検を行い、施設の機能を維持するとともに、利用者が快適に施 設を 利

用できる良質な環境を提供すること 

（１） 利用者の安全確保を第一とすること 

（２） 利用者にとって快適な施設であることに努めること 

（３） 施設の効率的・弾力的運営を行うこと 

（４） 適切な広報を行うなど、施設の利用促進を積極的に図ること 

（５） 整理整頓に努め、 衛生面に万全を期すこと 

（６） 魅力ある自主事業を実施するなど、市民サービスの向上に努めること 

（７） 個人情報の保護を徹底すること 
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３ 法令等の遵守 

倉敷市水島ふれあいセンターの管理運営にあたっては、次の各号に掲げる法令を遵守 

すること  

（１） 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）及び同法施行令（昭和２２年政令第１６号） 

（２） 倉敷市水島ふれあいセンター条例及び同条例施行規則 

（３） 個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７条） 

（４） 倉敷市個人情報の保護に関する法律施行条例（令和５年倉敷市条例第２号） 

（５） 労働関係法令（労働基準法、労働関係衛生法等） 

（６） 施設・設備の維持関係法令（建築基準法、消防法、電気事業法、水道法等） 

（ ７） 倉敷市公の施設指定管理者の指定手続等に関する条例（ 平成１５年倉敷市条例第 ５ 

４号）及び同施行規則（平成１５年倉敷市規則第８４号） 

（８ ） その他、管理運営に適用される法令 

 
 

４ 管理運営にかかる基準 

（１）休館日 

休 館 日 は 、セ ン タ ー 条例第 ８ 条 に 規 定 す る と お り と す る 。 

な お 、指 定 管 理 者 が 、 市 民 サ ー ビ ス の 向 上、 利 用 者 の 利 便 性 の 向 上 に 有 効 と 判 断す 

る と き は 、休 館 日 に 開 館 す る こ と が で き る 。 

 

（２）開館時間 

開館時間は、センター条例第 ７ 条に規定するとおりとする。 

なお、指定管理者が、市民サービスの向上、利用者の利便性の向上に有効と判断すると 

きは、開館時間を延長することができる。 

 
（３）利用料金 

利用料金は、 センター条例第 １４ 条に規定する範囲内（条例に定める額を上限値と 

する。）で市の承認を経て指定管理者が定めること 。 

条例第１６ 条に該当する者から申請があった場合は当該利用料金を減免すること。 

 
（４） 利用許可  

条例第 １０ 条 各 号 に 抵 触 し た 者、 又 は 明 ら か に 抵 触 す る と 認 め ら れ る 者 に 対 し 

て は 、利 用 の 許 可 を し な い こ と 。 

 

（５）関係法令等の遵守 

倉敷市水島ふれあいセンターの使用許可申請書受け付け及び使用料減免に関する 特 

例措置の運用に関する基準（内規） に定める。 
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５ 主たる業務 

（１）有料施設等の使用の許可及び使用料金の徴収に関する 業務  

セ ン タ ー 条 例 第 １ ０ 条 各 号 に 抵 触 し た 者、又 は 明 ら か に 抵 触 す る と 認 め ら れ る 者 に 

対 し て は 、利 用 の 許 可 を し な い こ と 。倉 敷 市 水 島 ふ れ あ い セ ン タ ー 条 例 第 １ ６ 条 に 

規 定 す る 者 が 利 用 し た 場 合 に は 、利 用 料 金 を 減 免 す る こ と 。 な お 、減 免 さ れ た 利 用 

料 金 に つ い て は 、こ れ を 精 算 す る 。 

① 使 用 申 請 に 係 る 申 請 書 の 受 理 

② 使 用 許 可 （ 不 許 可 を 含 む ） の 決 定 

③ 使 用 料 の 徴 収 

④ 使 用 料 の 減 免 申 請 、 決 定 

⑤ そ の 他 、 使 用 許 可 及 び 使 用 料 に 関 す る こ と 。 
 

（２）備品等の貸出しに関する業務  

倉 敷 市 水 島 ふ れ あ い セ ン タ ー の 備 え 付 け の 備 品 、 用 具 等 を 必 要 に 応 じ て 貸 し 出 す 

こ と 。 

貸 し 出 し の 際 は 、 原 則 と し て 、 利 用 者 が 、 備 品 等 を 器 具 庫 か ら 搬 出 ・ 設 営 及 び 片付 

け を 行 う こ と 。 

利 用 者 に 対 し 、 備 品 の 使 用 方 法 や 当 該 備 品 の 特 性 等 を 十 分 に 説 明 す る こ と 。 
 

 

６ その他の業務 

（１）受付及び案内に関する業務 

受付及び案内業務に従事する者は、 倉敷市水島ふれあいセンターにおいて最初に 

利用者と接する場所としての重要性を認識して、 利用者に親切・ 丁寧な対応を行う 

こと。また、市内で開催される関連イベント等に関する情報提供なども行うこと 。 

なお、受付業務に従事する者が、一時的に受付場所を離れる場合でも、 他の担当者 

を配置し、開館時間内に受付場所が不在にならないように配慮すること 

① 利用者及び来場者に対する案内 

② 利用者及び来場者からの苦情・要望・相談等への対応 

③ 遺失物等の整理保管及び受付処理（貴重品等に関しては、水島 警察署へ移管する。） 

④ 電話対応・館内放送 

⑤ 障がい者・高齢者等の来場者の補助 

⑥ その他受付及び案内に関すること 

 
（ ２ ） 施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務  

①  施 設 は 、 常 に 清 潔 を 保 つ と と も に 、 事 故 や 盗 難 等 の 被 害 を 未 然 に 防 止 す る よ う 

警 備 上 必 要 な 措 置 を 講 ず る こ と 。 

② 男 女 浴 室 の 運 転 及 び 管 理 業 務 に つ い て は 、 別 紙 「 男 女 浴 室 に 係 る 運 転 管 理 業 務 」 

の と お り 実 施 す る こ と 。 

③ 施 設 等 の 機 能 に つ い て 、定 期 的 に 点 検 を 実 施 す る と と も に 、必 要 に 応 じ て 修 繕 を 
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行 う こ と 。 

④  施 設 等 の 点 検 の 結 果 、 大 規 模 な 修 繕 又 は 備 品 の 修 繕 が 必 要 と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 

速 や か に 市 の 担 当 課 へ 連 絡 す る こ と 。 

⑤  施 設 及 び 設 備 並 び に 備 品 等 が 破 損 、 消 耗 等 し た 場 合 は 、 １ 件 ２ ０ 万 円 未 満 の 修 

繕・補 修 等 は 指 定 管 理 者 が 負 担 す る こ と 。１ 件 ２ ０ 万 円 以 上 の 修 繕 費 が 見 込 ま れ る 

場 合 は 、 倉 敷 市 及 び 指 定 管 理 者 の 間 で 協 議 す る 。 

施 設 の 修 繕 料 に 関 し て は 、収 支 計 算 書（ 様 式 ４ ）に て 提 案 し た 額 を 指 定 期 間 満 

了 ま で に 使 い 切 る こ と 。 

ア 施 設 、 設 備 （ 電 気 ・ 機 械 設 備 を 含 む ） 及 び 備 品 等 を 維 持 管 理 す る た め に 必 

要 な 消 耗 品 及 び 定 期 交 換 部 品 等 に つ い て は 、 定 期 的 に 確 認 を 行 い 、 交 換 ・ 補 充 

の 時 期 を 失 し な い こ と 。 

イ 契 約 書 又 は 領 収 書 等 で 実 態 が 確 認 で き る 書 類 を 添 付 し て 報 告 す る こ と 。 

ウ 市 と 協 議 の 上 、 備 品 等 を 寄 付 す る こ と で 使 い 切 る こ と も 可 と す る 。 

⑥ そ の 他 

ア 警 備 業 務・・・ 開 場 時 間 は 、定 期 的 に 場 内 を 巡 回 し て 不 審 者 及 び 異 常 個 所 の 

発 見 に 努 め る 。夜 間 及 び 閉 場 日 は 、機 械 警 備 に よ り 事 故 発 生 の 警 戒 、防 止 を 実 

施 す る 。 

イ 消 防 用 設 備 等 保 守 点 検 業 務 ・ ・ ・ 関 係 法 規 に 基 づ く 保 守 、 点 検 の 実 施 

ウ 建 築 基 準 法 第 １ ２ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 定 期 点 検 業 務・・・関 係 法 規 に 基 づ 

く 保 守 、 点 検 の 実 施 

エ 自 家 用 電 気 工 作 物 保 安 業 務 ・ ・ ・ 関 係 法 規 に 基 づ く 保 守 、 点 検 の 実 施 

オ 空 調 設 備 機 器 保 守 点 検 業 務 ・ ・ ・ 関 係 法 規 に 基 づ く 点検 及び 清 掃 の 実 施 

カ 自 動 扉 保 守 点 検 ・ ・ ・ 関 係 法 規 に 基 づ く 点 検 の 実 施 

キ 施設 清 掃 業 務・・・ 施 設 の 衛 生 、美 観 に 配 慮 し 、清 潔 な 状 態 を 維 持 す る こ と 

ク セ ン タ ー の 廃 棄 物 の 運 搬 業 務 

ケ 施 設 維 持 管 理 の 総 括 に 係 る 業 務 

コ 施 設 備 品 管 理 の 総 括 に 係 る 業 務 

 
（ ３ ） 安全の確保に関する業務  

利 用 者 の 安 全 対 策 、監 視 体 制 等 に つ い て 、各 種 マ ニ ュ ア ル を 作 成 し 、従 業 員 を 指 導し、 

万 一 に 備 え て 従 業 員 を 訓 練 す る こ と 。 

ま た 、緊 急 対 策 、防 犯・防 災 対 策 等 の 安 全 を 確 保 す る た め の 各 種 マ ニ ュ ア ル を 作 成 

し 、 従 業 員 を 指 導 し 、 万 一 に 備 え て 従 業 員 を 訓 練 す る こ と 。 

消 防 法 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ８ ６ 号 ） に 従 い 、 避 難 訓 練 等 を 実 施 す る こ と 。 

① 利 用 者 及 び 来 場 者 の 救 急 対 応 （ 疾 病 ・ 負 傷 な ど ） 

② 防 犯 対 応 

③ 防 災 対 応 

④ 避 難 訓 練 対 応 
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（ ４ ） 災 害 時 の 非 常 対 応 に 関 す る 業 務 

地 震・台 風・そ の 他 の 災 害 が 発 生 し 、倉 敷 市 水 島 ふ れ あ い セ ン タ ー を 地 域 住 民 の 避 

難 場 所・救 援 物 資 の 保 管 場 所 等 に 使 用 す る 必 要 が あ る と 倉 敷 市 が 判 断 し た と き は 、こ 

れ に 協 力 す る こ と 。 

 

（ ５ ） 施設賠償責任保険の加入に関する業務  

①  身 体 上 の 損 害 に つ い て は 、被 害 者 １ 名 に つ き 金 １ 億 円 以 上 、か つ 、１ 事 故 に つ 

き３ 億 円まで の こ と 

② 財 物 上 の 損 害 に つ い て は 、 １ 事 故 に つ き １ ， ０ ０ ０ 万 円 以 上 の こ と 
 

（ ６ ） 人権の尊重及び個人情報保護に関する業務  

業 務 の 実 施 に あ た っ て は 、利 用 者 等 の 人 権 を 最 大 限 尊 重 す る と と も に 、業 務 従 事 者 

に 対 し て 人 権 問 題 の 理 解 や 人 権 意 識 の 啓 発 の た め の 機 会 を 設 け る こ と 。 

個 人 情 報 保 護 の 大 切 さ を 従 業 員 に 周 知・徹 底 し 、万 一 こ れ が 漏 洩 等 し た 場 合 の 対 策 

を 講 じ る こ と 。 

 

（ ７ ） 業務内容の報告に関する業務  

① 毎 月 終 了 後 、 実 績 報 告 書 を 翌 月 に 提 出 す る こ と 

② 年 度 終 了 後 、 速 や か に 事 業 報 告 書 を 提 出 す る こ と 

③ そ の 他 、 倉 敷 市 が 必 要 と す る 報 告 書 を 提 出 す る こ と 

 
（ ８ ） モ ニ タ リ ン グ に 関 す る 業 務 

① 年１ 回 以 上 、 利 用 者 ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、 集 計 後 、 倉 敷 市 に 報 告 す る こ と 。 

○ 実 施 時 期 は 、 ３ 月 頃 と す る こ と 

○ 回 答 数 は 、 ９ ０ 件 以 上 を 目 標 と す る こ と 

○  回 答 者 に 偏 り の な い よ う に 配 慮 す る こ と 

な お 、 様 式 は 市 の 指 示 に 従 う こ と 。 

②  年 １ 回 以 上 、 セ ル フ モ ニ タ リ ン グ （ 指 定 管 理 者 自 ら が 業 務 内 容 、 水 準 の 評 価 、 

総 括 を 行 う ） を 行 い 、 倉 敷 市 に 報 告 す る こ と 。 

③ そ の 他 、 倉 敷 市 が 求 め る 事 項 に つ い て 、 必 要 な 報 告 を 行 う こ と 。 
 

 

（ ９ ） 管理運営のための体制の整備に関する業務  

① 責 任 者（ 所 長 ）は 、指 定 管 理 者 の 正 規 雇 用 職 員 で   あ  る   こ  と  が  望    ま   し    い 。 

  また、本社（本部）が管理業務を行う場合、職員配置計画書に明記しておくこと。 

なお 、 管 理 運 営 に 係 る 全 従 業 員（ 臨 時 職 員 を 含 む ） の 勤 務 形 態 等 に つ い て は 、 労 

働 基 準 法・ 労 働 安 全 衛 生 法 そ の 他 労 働 関 係 法 令 を 遵 守 し 、管 理 運 営 に 支 障 の な い 

よ う に 配 置 す る こ と 。 

② 従 業 員 に 対 し て 、 施 設 の 管 理 運 営 に 必 要 な 研 修 を 実 施 す る こ と 

③  経 理 業 務・受 付 業 務・帳 簿 作 成 業 務 そ の 他 体 制 の 整 備 に 必 要 な 業 務 を 実 施 す る 

こと 。 
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④ 有 資 格 者 の 確 保 

次 に 掲 げ る 有 資 格 者 を 各 １ 名 以 上 配 置 （ 又 は 選 任 ） す る こ と 

ア 防 火 管 理 者 

イ 電 気 主 任 技 術 者 （ 委 託 可 ） 

ウ 普 通 救 命 講 習 会 修 了 者 

 

（１０）市行事への協力に関する業務 

市 が 主 催 又 は 共 催 す る 行 事 に つ い て 、 会 議 室 の 使 用 、 広 報 な ど で 協 力 す る こ と 。 
 

 
 

（ １１ ） 指定期間満了等に伴う引継ぎに関する業務  

次 期 指 定 管 理 者 選 定 の た め の 説 明 会 等 を 開 催 す る 場 合 に は 、 会 場 提 供 、 業 務 内 容 

の 説 明 や 施 設 見 学 な ど に つ い て 協 力 す る こ と 。 

ま た 、 次 期 指 定 管 理 者 へ の 施 設 ・ 設 備 ・ 備 品 等 の 引 渡 し 、 次 期 指 定 管 理 者 の 視 察 

対 応 、 予 約 者 、 預 か り 金 の 引 渡 し 、 業 務 内 容 の 引 継 ぎ な ど を 誠 実 に 実 施 す る こ と 。 

 

 

（１２） 地球温暖化防止に関する業務 

実 施 施 設 等 か ら 発 生 す る 廃 棄 物 の 発 生 抑 制 、 分 別 及 び 再 資 源 化 に 努 め 、 環 境 負 

担 の 軽 減 の た め 省 エ ネ ル ギ ー に も 積 極 的 に 努 め る な ど 、 倉 敷 市 環 境 基 本 計 画 に 沿 

っ た 取 組 み を 推 進 す る こ と 。 

ま た 、 倉 敷 市（ 倉敷市教 育委 員会 ）の「 エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 等 に 関 す る 法 

律（ 昭 和 ５ ４ 年 ６ 月 ２ ２ 日 法 律 第 ４ ９ 号 ）」及 び「 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 に 関 す る 

法 律（ 平 成 １ ０ 年 １ ０ 月 ９ 日 法 律 第 １ １ ７ 号 ）」に 基 づ き 行 う エ ネ ル ギ ー 使 用 量 調 

査 を は じ め と す る 省 エ ネ ・ 地 球 温 暖 化 対 策 業 務 に 協 力 す る こ と 

 
（ １３ ） 近隣への配慮・対応に関する業務  

業 務 遂 行 に お い て 生 じ る 騒 音 や 利 用 者 に よ る 迷 惑 行 為 に 関 し 、 合 理 的 に 要 求 さ 

れ る 範 囲 で 防 止 等 の 配 慮 を 行 う と と も に 、 近 隣 に 対 す る 必 要 な 対 応 を 行 う こ と 。 

 

 

（ １４ ） その他管理運営に関し必要な業務  

例 ： 必 要 な 許 認 可 等 の 取 得 、 監 督 官 庁 へ の 届 出 、情 報 公 開 条 例 に 基 づ く 情 報 公 開 

業務 、 市 監 査 へ の 回 答 等 

 

 

 

７ 付加的業務及び業務範囲の拡大等 

以 下 に 掲 げ る 事 項 に つ い て は 、 指 定 管 理 者 の 経 営 判 断 に よ り 、 そ の 実 施 を 提 案 す る  

こ と が で き る も の と す る 。 （ た だ し 、 自 動 販 売 機 の 設 置 を 除 く 。 ） 
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市 は、 次 に 掲 げ る 事 項 を 基 準 と し て 提 案 内 容 の 実 施 を 承 認 す る こ と が あ る 。 

① 市が 設 置 す る 公 の 施 設 と し て 、 公 益 性 や 公 平 性 の 観 点 か ら 問 題 が な い こ と 

② 利 用 者 又 は 来 場 者 の 利 便 性 や 快 適 性 等 の 向 上 に 寄 与 す る も の で あ る こ と 

③ 周 辺 住 民 等 の 生 活 環 境 へ の 影 響 が 少 な い こ と 

④ 民 業 を 過 度 に 圧 迫 し な い こ と 

 
（１）休館日における開館及び開館時間の拡大 

 
（２） 自主事業の実施  

① 自 主 事 業 計 画 書 に よ り 実 施 す る こ と 

② 事 業 の 対 象 者 が 偏 ら な い も の で あ る こ と 

③ 料 金 設 定 が 著 し く 高 額 と な ら な い こ と 

④ 法 令 及 び 基 準 等 に 違 反 す る も の で な い こ と 
 

（３） その他水島ふれあいセンターの機能が向上する業務  

 

 
 

８ 要求水準 

（１）利用者数 

達 成 目 標 ６６， ０ ０ ０ 人 ／ 年  
 

※ 過 去 ３ 年 度 の 利 用 者 数 実 績（R2、3 はコロナ感染症による休館あり） 

令和 ４年度  ６６，１１９人 

令和 ３年度  ４２，７４３人 

令和 ２年度  ５３，７７１人 
 

 
 

（２）利用者満足度の向上 

 
毎 年 度 、 利 用 者 ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、 次 に 掲 げ る 水 準 を 満 た す こ と 。 

 

 

項 目 
利用者アンケート 

による内容 

 

要求水準 

全体満足度  

 

『 満足』 又は『 ほぼ満足』 

と回答した人の割合 

９５ ％以上 

職員応対満足度 ９５ ％以上 

施設清潔感満足度 ９５ ％以上 

安全対策満足度 ９５ ％以上 

※ 利用者アンケートは、 サンプル数（ 有効回答数）を ９０件以上とする。 
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※ 過去の利用者満足度の状況 
 

 

項 目 
実 績 

令和４ 年度  令和３ 年度  令和２ 年度  

 
全体満足度 

９９． ０ ％ ９８ ．０ ％ ９７ ．０ ％ 

９９件  ９４件  ９７件  

 
職員応対満足度 

９８． ０ ％ ９４ ．８ ％ ９９ ．０ ％ 

９８件  ９１件  ９９件  

 
施設清潔感満足度 

９８． ０ ％ ９９． ０ ％ ９６． ０ ％ 

９８件  ９５件  ９６件  

 
安全対策満足度 

９９． ０ ％ ９６ ．８ ％ ９８ ．０ ％ 

９９件  ９３件  ９８件  

 

 

 

９ 市が他者に委託する業務 

下 記 業 務 に つ い て は 、 倉 敷 市 が 他 に 委 託 実 施 す る 。 

（ １ ） 敷 地 内 の 植 木 の 剪 定 業 務 

（ ２ ） 建 物 周 辺 の 除 草 業 務 

（ ３ ） 自 動 販 売 機 の 管 理 業 務 
 

 
 

１０ その他注意事項 

 
（１ ）公 の 施 設 で あ る こ と を 常 に 念 頭 に お い て 、公 平 な 運 営 を 行 う こ と と し 、特 定 の も 

の に 有 利 あ る い は 不 利 に な る 運 営 を し な い こ と 。 

（ ２ ）指 定 管 理 者 が 施 設 の 管 理 運 営 に 係 る 各 種 規 定 等 を 作 成 す る 場 合 は 、倉 敷 市 と 協 議 

を 行 う こ と 。 又 、 作 成 後 は 、 規 定 の 内 容 を 報 告 す る こ と 。 

（ ３ ）施 設 の 利 用 等 に つ い て 、利 用 者 、住 民 等 か ら 苦 情 が あ っ た 場 合 は 、適 切 な 対 応 を 

す る と と も に 、 そ の 内 容 を 市 へ 報 告 す る こ と 。 

（４ ）施 設 見 学 や 取 材 及 び 撮 影 を 希 望 す る 者 に 対 し て は 、運 営 に 支 障 の な い 限 り 、許 可 

す る よ う 努 め る こ と 。な お 、取 材 及 び 撮 影 に 当 た っ て は 、一 般 利 用 者 の 活 動 に 支 

障 が な い よ う に 配 慮 す る こ と 。 

（５ ）指 定 管 理 者 は 、こ の 業 務 水 準 書 に 規 定 す る ほ か 、指 定 管 理 者 の 業 務 の 内 容 及 び 処 

理 に つ い て 、 疑 義 が 生 じ た 場 合 は 倉 敷 市 と 協 議 し 決 定 す る こ と 。 


